










≪週休２日制適用工事（現場閉所型）に係る特記仕様書≫ 

 

本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事

である。実施は、川越地区消防組合週休２日制適用工事要領

（建築工事）（令和６年１１月１日施行）によるものとする。

同要領は、川越地区消防組合ホームページで確認のこと。 

 

 

川越地区消防組合ホームページ 

https://www.119kawagoechiku.jp/soumu/nyusatu/ny

usatu/nyusatu.htm 

 

 

 

 

 

 

川越地区消防組合 

https://www.119kawagoechiku.jp/soumu/nyusatu/ny


＜特記仕様書＞
Ⅰ.共通仕様

・受注者は法定外の労災保険に付さなければならない。 

・工事実績情報システム「CORINS」により受注登録、竣工登録等を行うこと。また、登録内容確認書を提出すること。 

・建設副産物情報交換システム「コブリス・プラス」により登録を行うこと。また、再生資源利用（促進）計画書等を提出すること。

・建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。 

・設計図書の相違、誤びゅう又は明記なき場合等疑義が生じたときは、監督員と協議し指示を受けること。また、現場の納まり、取り合い等の関係で

・完成図のCADデータをCD-RもしくはDVD-Rにて１部提出すること。データ形式はdwg又はdxfを原則とする。

2）火災保険等 

1.一般共通事項 

・現場発生材は、受注者の責任において全て場外搬出とし、関係法令に従い適切に処理すること。 

・建設保険（工事目的物及び工事材料等を対象とするもの　火災保険を含む）

・本特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編、電気設備工事編、機械設備工事編）令和7年版」による。

Ⅱ.特記仕様 

・最終処分終了後は、監督員に産業廃棄物管理票（マニフェスト）を提示すること。（電子マニュフェストの場合は、受渡確認表等を提示すること。

・工事着手前に、収集運搬業許可証（写）、処分業許可証（写）、収集・運搬・処理委託契約書（写）等を添付した廃材処分計画書を作成し提出する

12）その他

・工事写真は、「施工前」、「施工中の各工程毎に重要な箇所」、「施工後では確認困難となる箇所」、「完成後の状況」を、必要事項を記入した黒

2.工事場所 川越市大字久下戸3528番地1

3.工事内容 南古谷分署の屋上防水や外壁などを改修する工事である。

1.工事名称 川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

建物規模　RC造2階建　延床面積451m24.工事概要

　（ⅰ）質問回答書、（ⅱ）特記仕様書（図面内の特記事項を含む）、（ⅲ）設計図、（ⅳ）標準仕様書 

・設計図書間に相違がある場合の適用の優先順位は、原則として次の（ⅰ）から（ⅳ）までの順番のとおりとする。 

　・　建築工事　　　一式

1）優先順位 

3）工事実績情報 

4）疑義等 

　寸法、位置、材料の仕様又は工法等において軽微な変更が必要なときも、監督員と協議し指示を受けること。 

5）工事写真 

　写真はL版程度とし、Ａ４ファイルに整理し１部提出のこと。 また、写真データはCD-RもしくはDVD-Rにて１部提出すること。

6）発生材処理 

7）環境保全等 

・完成(竣工)図は、発注図面をベースに完成時の状態を表現したものとする。10）完成図等 

・作業時間は平日（土曜日は含まない）の午前8時30分から午後5時00分までを原則とする。その他の時間帯は施設管理者との協議による。11）施工条件

・緊急出動等の有事の際は、工事を中止するなど施設管理者の指示に従うこと。

・当施設は24時間稼働しているため、施設運営に支障をきたさぬよう配慮した計画にすること。

・関係官公署その他関係機関への届出、手続は、受注者の負担にて遅滞なく行うこと。

2.仮設工事 ・工事用水の構内既存施設利用は可。（有償）

・工事用電気の構内既存施設利用は可。（有償）

川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

　・　屋上防水を改修する

・工事完成期日後14日を含む期間とする。

・設計変更の必要が生じた場合は、「川越地区消防組合設計変更ガイドライン」による。

・本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上のものを使用する。ただし、製造業者等が指定されている場合に同等以上の8）材料等 

　ものとする場合は、同等性能を示す資料をあらかじめ監督員に提出して承諾を受けること。

・中間検査を1回実施する。9）中間検査

　板、スケール等をあてて撮影のこと。

　こと。 

　また、工期内に処理先の事情等により提示できない場合は、届き次第提示のこと。）   

・交通誘導員は、屋根材の搬入時など必要に応じ配置すること。

　・　外壁を塗り替える

　・　折板屋根をカバー工法で改修する

　・　ガラス押さえシーリングを打ち替える

・「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。実施は、川越地区消防組合週休２日制適用工事要領（建築工事）令和６年１１月１日施

・工事関係者用の仮設トイレを設置すること。（建物内のトイレは使用不可）

3.防水改修工事

・既存防水層が露出アスファルト防水の防水改修工法はM4AS工法、種別はAS-J1とし改修用ドレンφ75を設置する。

4.外壁改修工事

・仕上塗材の種類　外壁　複層塗材Ｅ　吹付　凹凸状　アクリル系　水系　つやあり　耐候形３種

6.屋根改修工事 ・既存折板屋根t=0.8をカバー工法（かん合式瓦棒：カラーガルバリウム鋼板t=0.4）で改修する。

　・　電気設備工事　一式

　・　屋外照明設備の一部を交換する

・施工に先立ち、見本帳又は見本塗板を監督職員に提出する。

・下地清掃は、高圧ポンプによる水洗工法とする。既存塗膜の除去範囲は、既存塗膜の劣化部とする。

・下地調整は、下地調整塗材とする。

・ひび割れ部改修工法は、１成分形又は２成分形ポリウレタン系シーリング材によるＵカットシール材充填工法とする。Uカット時は集塵機付工具を

・欠損部改修工法は、エポキシ樹脂モルタルもしくはポリマーセメントモルタルによる充填工法とする。

・次の建材には石綿が含有しているため、作業時は処分を含め適正に対応すること。

・浮き部改修工法は、アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法とする。

・足場のシートは防炎シートとする。

　使用し廃材は適正に処分すること。

・壁つなぎ設置時は、集塵機付工具（HEPAフィルター付）を使用し廃材は適正に処分すること。

　　外壁：下地調整材

　　軒天：フレキシブルボード

　　　　　　　　　上裏　外装薄塗材E　吹付　砂壁状

5.塗装改修工事 ・EP塗装（合成樹脂エマルションペイント塗り）

・既存防水層が塗膜防水の防水改修工法はL4X工法、種別はX-2とする。

・シーリング改修工法はシーリング再充填工法とする。

・外部足場（W 900）は手すり先行方式（枠組み本足場又はくさび緊結式足場（抜止め機能付型）とし、、『「手すり先行工法等に関するガイドライ

　ン」について』 (厚生労働省 令和5 年12 月26 日) の「(別紙)手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づき行うこと。ただし、建物出入口の

・材料、撤去材等の運搬方法はD種とする。

・外壁塗装等、駐車場の車に塗材が付着する恐れのある場合は、駐車場の車にビニールシート等で養生を行うこと。

　通行に支障をきたす恐れのある場合は、ローリングタワー等の移動式足場を採用するなど配慮すること。

　行によるものとする。要領は、川越地区消防組合ホームページで確認のこと。

・施工数量調査

　調査範囲は、外壁・軒裏等改修範囲とする。

　調査方法は、ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。塗り仕上げ

　については、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

・DP塗装（耐候性塗料塗り）

　鉄鋼面：下地調整[RB種]、錆止め塗料の種別[Es種]、錆止め塗料塗りの種別[B種]、上塗り塗料の等級[1級]

　ボード面：素地ごしらえ[B種]、種別[B種]

1 　特記仕様書、案内図

№ 図面名称

2 　配置図、1階平面図

3 　平面図・断面図

4 　立面図

6

№

7

8

9

5

10

図面名称

　矩計図

　屋根詳細図

　参考図　建具表2

11 　参考図　建具表3

12 　—

13 　—

14 　—

15 　—

16 　—

17 　—

18 　—

　参考図　1階建具キープラン

　参考図　2階建具キープラン

　参考図　建具表1

・建物内部で仮設足場を設置する場合は、通路を確保し設置期間を極力短くすること。

・仕上塗材除去後は、アスベスト粉じん濃度測定（建物周囲4点）を実施し、報告書を提出すること。

・下地清掃は、高圧ポンプによる水洗工法とする。

・防水工事施工票を1箇所設置する。（施工年月日は防水工事施工完了日（手直しは除く）を記入）

・建物引渡し日から10年間、受注者、施工者、材料ﾒｰｶｰの3者連名とし、保証書を1部提出する。
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memo

・図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本産業規格A2版とした縮尺とする。

R7.8

・特記無き限りは既存のままとする。
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100角タイル（段鼻部）
改修前：タイル【撤去】

改修後：タイル【新設】

外流し

軒天
改修前：フレキシブルボードt=4(石綿)【撤去】

※(石綿)は石綿含有建材を示す

A A B

A 照明設備
改修前：照明100W【撤去】
改修後：LRS1RP-13【新設】

B 赤色灯
改修前：赤色灯【撤去】
改修後：赤色灯【新設】

B 外壁面

▽アスファルト面

段鼻部タイル改修範囲

上裏
改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：外装薄塗材E【塗替】

改修後：ケイ酸カルシウム板t=5【新設】
　　　　※LGS、アルミ製廻り縁共

屋根詳細図1/100
モルタル面

N

本工事建物

市道

6,000

自転車置場

植栽 植栽

水路

県道川越・新座線

1
1

,2
5

0
職員駐車場

N

倉庫

倉庫 訓練棟

南古谷分署

※物置は作業状況に応じて移設・復旧とする。
　移設先は敷地内の監督員が指示する位置とし、復旧は元の位置とする。

W2900*D2300*H2070
基礎はCB積

非常用発電機

△

△

▲

▲

　：敷地出入口

△：建物出入口

　：仮設トイレ（工事関係者用）

※仮設トイレは、近接する水道・汚水桝へ接続すること

⇔

⇔

（屋根材加工可）

△

物置【移設・復旧】

⇔

▲：車庫出入口
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図示
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memo

・図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本産業規格A2版とした縮尺とする。

R7.8

・特記無き限りは既存のままとする。

1階平面図1/200

配置図　1/500

1階平面図（見上げ）1/200
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屋上

改修前：塗膜防水U

改修後：塗膜防水U【新設】

屋上

改修前：改質アスファルトシート防水

改修後：改質アスファルトシート防水【新設】

屋上

改修前：改質アスファルトシート防水

改修後：改質アスファルトシート防水【新設】

設備基礎（W1150*L550*H150）

改修前：改質アスファルトシート防水【撤去】

改修後：塗膜防水A【新設】

配管立上り

玄関庇

改修前：塗膜防水U

改修後：塗膜防水U【新設】

ハシゴ

外壁

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

上裏

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：外装薄塗材E【塗替】

　　　　アイボルト12箇所【新設】

　　　　（IB-6同程度品）

シーリング改修

床

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

改修前：塗膜防水U

改修後：塗膜防水U【新設】

ホースタワー屋上

ホースタワー

ホースタワー

機械室

外壁改修

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

防水改修

改修前：改質アスファルトシート防水

改修後：改質アスファルトシート防水【新設】

シーリング改修

改修前：シーリング【撤去】

改修後：シーリング【新設】

外壁改修

防水改修

仮眠室

塗膜防水A：アスファルト系塗膜防水（改質アスファルトシート防水への重ね幅は100mm以上）

塗膜防水U：ウレタン系塗膜防水

(石綿)：石綿含有建材

パラペット

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

操作箱（鉄製）

改修前：SOP塗装

改修後：DP塗装【塗替】

　　　　（見え掛かり部）

プロパンガス置場

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

勝手口庇

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

モルタル浮き

改修前：—

改修後：アンカーピンニングエポキシ樹脂注入工法（16本/㎡）【補修】
設備基礎（W550*L3800*H150）

改修前：改質アスファルトシート防水【撤去】

改修後：塗膜防水A【新設】

屋根

改修前：折板t=0.8

改修後：カバー工法【新設】

金属屋根

屋根詳細図参照

N

↑

水勾配

※陸屋根に設置されている室外機や配管等は、

　浮かせてから防水施工するよう努めること
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川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課
図面番号

3

平面図・断面図
図面名称

図示
縮尺 日付

memo

・図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本産業規格A2版とした縮尺とする。

R7.8

・特記無き限りは既存のままとする。



川　越　北　消　防　署　南　古　谷　分　署

川越地区消防組合

１ ２ ３ ４ＢＡ Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ １２３４西面

1
4
2
5
0

5
2
0
0

　ひび割れを示す。

＜凡例＞

1.78m

　改修前：シーリング　20*10【撤去】
　改修後：シーリング　20*10【新設】

7
9
0
0

改修前 改修後

複層塗材E【塗替】

SOP塗装 DP塗装【塗替】　※屋内外共

東面 南面

北面

A

H

外壁

鉄製扉

B

防水形複層塗材Ｅ(石綿)

VP75φ（飾り桝共）【撤去】 VP75φ（飾り桝共）【新設】B 竪樋

B

A

A

A

A
A

A

A

B

A

A

A

A A

A

A

A

A

VP50φ（飾り桝共）【撤去】 VP50φ（飾り桝共）【新設】C 竪樋

C C

B B

J

BBBB

D

SOP塗装 DP塗装【塗替】　※スラットを除くD シャッター

D D

防水形複層塗材Ｅ(石綿) 複層塗材E【塗替】E プロパン庫

E

SOP塗装 DP塗装【塗替】　※屋外の見え掛かり部F 開閉器盤

F

SOP塗装 DP塗装【塗替】　※屋外の見え掛かり部G ガラリ

G

G

G

H

改修前 改修後

SOP塗装 DP塗装【塗替】　※屋外の見え掛かり部I プルボックス

I

SOP塗装 DP塗装【塗替】　※屋外の見え掛かり部J ウェザーカバー

J

J

J

部位

A

A

A

A

A

A A

A

A

A

A

A

A

A A

A

A

A A

A

A

A

A

K

赤色灯【撤去】 赤色灯（NNF20293Z同等品）【新設】K 赤色灯

L

N

L

外壁同色 DP塗装【塗替】L 箱文字

－ SUS製ウェザーカバー20cm用【新設】M 外壁貫通孔

消防紋章【撤去】 ダイヤスタイト消防紋章　4号【新設】N 消防紋章

M

K

屋外に面するシーリングは撤去・新設とする共通 シーリング

O

照明【撤去】（20W蛍光管） 照明【新設】（NNFW21825同等品）O 照明設備

※外壁に面する建具のガラス押さえシーリングは撤去・新設とする（屋内外）　※(石綿)：石綿含有建材を示す

防水形複層塗材Ｅ(石綿)共通 上裏 外装薄塗材E【塗替】

P

塩ビ製W150（集水器２箇所）【撤去】 塩ビ製W150（集水器２箇所）【新設】P 軒樋・集水器

O

　Ｕカットシール材充填工法

　欠損部補修　100*100程度

設計数量

49.6ｍ

19箇所

216ｍ
216ｍ

B

工事名称

川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課
図面番号

4

立面図
図面名称

1/100
縮尺 日付

memo

・図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本産業規格A2版とした縮尺とする。

R7.8

・特記無き限りは既存のままとする。

・図面に明示されていない既存の配線等がある。



 GL

20002000

Ａ

玄関断面詳細図　　S=1/30  Ａ－Ａ'断面詳細図　　S=1/30  

Ａ
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ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端
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＜凡例＞

軒天

改修前：フレキシブルボードt=4(石綿)【撤去】

改修後：EP塗装【新設】

　　　　ケイ酸カルシウム板t=5【新設】

　　　　※LGS、アルミ製廻り縁共

玄関庇

改修前：塗膜防水U

改修後：塗膜防水U【新設】

玄関庇

改修前：塗膜防水U

改修後：塗膜防水U【新設】

屋上

改修前：改質アスファルトシート防水

改修後：改質アスファルトシート防水【新設】

掲示板

屋上

改修前：改質アスファルトシート防水

改修後：改質アスファルトシート防水【新設】

外壁

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

屋上

改修前：改質アスファルトシート防水

改修後：改質アスファルトシート防水【新設】

改修前：シーリング【撤去】

改修後：シーリング【新設】

外壁

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

1FL

GL

パラペット

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

玄関 ホール 事務室

仮眠室

塗膜防水U：ウレタン系塗膜防水

(石綿)：石綿含有建材

外壁

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

上裏

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：外装薄塗材E【塗替】

窓庇

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

パラペット

改修前：防水形複層塗材Ｅ(石綿)

改修後：複層塗材E【塗替】

工事名称

川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課
図面番号

5

矩計図
図面名称

1/30
縮尺 日付

memo

・図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本産業規格A2版とした縮尺とする。

R7.8

・特記無き限りは既存のままとする。



【新設】硬質イソシアヌレートフォーム t=25
(両面アルミクラフト紙付)

水抜き穴10φ @1,000
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455 455 屋根割付による

既存屋根切断

軒先断面詳細図 頂部断面詳細図

ケラバ断面詳細図

【新設】かん合式瓦棒@455：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4
(発泡ポリエチレン t=2.0裏貼)

改質アスファルトルーフィング t=1.0

既存折板

既存タイトフレーム

【新設】吊子：アルミ押出材

【新設】水切り：屋根同材加工
下地：亜鉛めっき鋼板 t=1.6

【新設】軒先伸縮唐草：屋根同材加工

【新設】かん合式瓦棒@455：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4
(発泡ポリエチレン t=2.0裏貼)

改質アスファルトルーフィング t=1.0

【新設】吊子：アルミ押出材

【新設】硬質イソシアヌレートフォーム t=25
(両面アルミクラフト紙付)

既存折板

既存タイトフレーム

既存雨押え

【新設】シーリング

【新設】雨押え：屋根同材加工
下地：ガルバリウム鋼板 t=0.8加工

【新設】面戸：屋根同材加工
(側面シーリング)

【新設】下地：亜鉛めっき鋼板 t=1.6加工

既存雨押え

【新設】シーリング

【新設】雨押え：屋根同材加工
下地：ガルバリウム鋼板 t=0.8加工

【新設】下地：亜鉛めっき鋼板 t=1.6加工

既存折板

既存タイトフレーム 【新設】硬質イソシアヌレートフォーム t=25
(両面アルミクラフト紙付)

【新設】かん合式瓦棒@455：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4
(発泡ポリエチレン t=2.0裏貼)

改質アスファルトルーフィング t=1.0

【新設】吊子：アルミ押出材

【新設】桟カバー：屋根同材

【新設】ユ型タルキ：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4 @460

【新設】ユ型タルキ：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4 @460

【新設】ユ型タルキ：カラーガルバリウム鋼板 t=0.4 @460

【新設】軒樋：塩ビ既製品

工事名称

川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事川 越 市 建 設 部 建 築 住 宅 課
図面番号

6

屋根詳細図
図面名称

1/10
縮尺 日付

memo

・図面上の縮尺は、発注図の大きさを日本産業規格A2版とした縮尺とする。

R7.8

・特記無き限りは既存のままとする。



工事名称：川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

図面名称：参考図　１階建具キープラン

縮尺：NTS

図面番号：7



工事名称：川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

図面名称：参考図　2階建具キープラン

縮尺：NTS

図面番号：8



工事名称：川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

図面名称：参考図　建具表1

縮尺：NTS

図面番号：9



工事名称：川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

図面名称：参考図　建具表2

縮尺：NTS

図面番号：10



工事名称：川越北消防署南古谷分署屋上防水・外壁等改修工事

図面名称：参考図　建具表3

縮尺：NTS

図面番号11


